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規範化と普通話水平測試

辻田正雄

[抄録]

普通話水平測試は普通話推進攻策の一環として、発音が規範に合致しているかどう

かがかなり厳しく評定される。そのなかでABB式形容詞の変調については測試の基準

はあまり厳しくない。ともに規範的とされる測試の《大綱》と《現代漢語調典》との

間で注音が不統ーであったり、 《現代漢語詞典》の各版の間でも絶えず揺れがある。

ABB式形容詞は、口語的調語は変調し文語的詞語は本謂で読まれる傾向があるが、全

体に本調で読まれる趨勢にある。これは文字の影響が大きい。測試の ABB式形容詞の

扱いは、無理のない着実な規範化を進めていこうとする政策の反映である。

キーワード 普通話、 ABB式形容調、 《現代漢語調典》、言語政策

l. 問題の所在

中華人民共和国では建国以来、言語文字規範化工作が重視されてきた。

「普遍」、「共通」の意味から、現代漢語の共通語として「普通話j の用語が用いられ、普通

話を推し広めることが一貫して提唱されてきた。その重点は 1950年代の「推行jから 90年代

には「普及」へと移っている。つまり、中国での共通語としての普通話は着実に成果を収めて

かなり定着してきていると言えよう。それゆえ、次には普通話にかんして関係者には更に高度

の要求が出されるようになる。

1994年、聞家語言文字工作委員会、国家教育委員会、広婚電影電視部の三者は共同で、「普

通話水平測試工作を展開することにかんする決定j を発布した。これはアナウンサーや語文教

師等に対して一定のレベル以上の普通話を要求するもので、普通話を推し広める政策の「新し

い段階での措置であるJ(J)とされる。

測試は受験者の発音、語葉、語法が普通話の規範に合致しているかどうかを評価するもので、

その普通話の発音を中心に行われる。その評定基準も公開されているが、かなり細かい点まで

厳格さが要求されているω。
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たとえば、{普通i舌水平測試要点}によれば測試の第二項は二音節の詞語を問題詩む問題で

あるが、出題内容についても rJL化韻4以上、軽声詞語 3以上、 3声+3戸(上十上)の詞語

2以上、 3声+その他の声調(上+非上)の詞語4以上Jを含めたものとし、連音変化を試験

することになっている。しかも評点についても「音韻調、軽声、 Jbf七、変調等の語音の誤りは

各字 1回につき 0.2点の減点、語音の欠陥は 0.1点の減点J(3)と明記している。

ところがそれほど厳格さを要求しない場合、あるいは混乱が見られる場合がある。そのひと

つが金字形容詞の変調の扱いである。

測試には朗読も含まれる。その朗読の時に AA式、 ABB式、 AABB式などの益字形容詞の変

調が問題となる。

ABB式形容調 (ABB型形容詞とも雷う)とは、後述の例で言えば、“主工形形"のように単音

節の形容詞 Aに、 BBの語が続いた形容詞である。 Aには“笑盈盈"のように動詞やその他の

名詞のこともあるω。

萩野惰二氏は文学作品中の ABB式形容調の役割りに注目した。萩野氏は「新時期文学」の

「新」について、その新しさのひとつとして rABB型形容詞の使用が多くなったJことを指摘

し、「新時期文学」期の「張潔や劉心武の ABB型形容詞の使用が、読者に印象強く残るのは、

それが作者の情調を仮託したオノマトベアの象徴的用法」紛であることを明らかにした。

また、相原茂、特秀英両氏はABB式形容詞は「専ら様態描写、情景描写をことと』し、『感

覚や心情といった感性的理解にかかわる」部分であり、どのような言語にも存在すると思われ

る「言いがたく、とらえがたき」語が「中国語にあっては ABB型形容詞と呼ばれる語群がま

さしくこれに相当するJωとした。

オノマトベアや感性的理解は音声と深くかかわる。 ABB式形容調は変調が問題となるが、朗

読ではどのように扱われるのだろうか。

この問題について宋欣緋は「一部の口語の中で習慣的に変調するもの、あるいは変調しなけ

ればならないもの(・・:中略…)以外は、朗読のなかで変調しなくてもよい。つまり上記の状況

下以外では規則に従って変調しでもよいし、文字に従って本調(文字に即したもとの声調)で

読んでもよい。どちらも減点しなしリ (7)と述べている。

宋欣併は国家語委普通話培IDII測試中心に所属する。この説明は測試の評点の基準を明確にし

たものといえる。ところが、宋欣併は AA式の 慢慢)L(214→211) (214→55) の変調に

は言及しているが、 ABB式については “慢謄勝" を例に挙げてはいるがその注音は明記し

ていないし、あまり具体的には述べておらず説明が不十分である。

より厳格な語音を求める意見もある。

自国午は、中央電視台のアナウンサーなどの語音が誤っていることを指摘する。 ABB式形容

認の詰音については、“軟錦錦"と“緑池泊"を例に挙げて r(前者が)ranmianmian と読まれ

るのは ranmianmianの誤り (8)、(後者が)loyouyouと読まれるのは IOYδuyouの誤りであるJ(9) 
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と批判する。

冒薗隼の所属については未詳であるが、この論文が掲載された{謡言文字周扱}は、国家語

委と上海市語委の直接指導を受けておりその前身は{双活併音小披}で、文字改革と普通話普

及を主たる任務とする新聞である(]u)。

ともに規範を重視し、その基準を明確にすることを主旨とするものでありながらこの不統一

あるいは混乱はどう考えればよいのだろうか。

本稿は普通話水平測試のABB式形容詞の注音を中心に現代漢語規範化問題ひいては中華

人民共和国の言語政策を考察しようとするものである。

2.普通話水平測試の朗読

朗読の測試は{普通活水平測武大網(修訂本))(以下{大銅}と略記)に公表されている 50

篇の作品のなかから出題される。これらの作品は散文が中心である。 500字前後が採用されて

いるが、そのうち//印がつけられた 400字分までを朗読する。制限時聞は4分。 4分 30秒を

超えると 1点滅点である。語音、声調、停頓、断句などについて、減点方式で評価される(11)。

{旦、この 50篇の朗読材料は測試に使用する目的で選ばれたため初出との校勘を行っていな

いし、主に字数を調整する目的で原作に削除を加えたりしてある(]2)、という。

具体的に作品を挙げて ABB式形容詞について考えてみよう。次に掲げるのは「作品 9号」

の最初の部分である。

喰猪的老~JL在塘根撃着.実盈盈地看着他的関~小白猪変成小金猪了。他剛想iえ:“f氷川也

変了……"芳迫走来ーノト乗涼的人，対他悦:“恋老人家必要高寿，怒老是金胡子了。"

天空的云以西辺一亘焼劃京j立，紅形影的，好像是天空着了火。

主主地方的火焼去変化板多，一会JL紅彫彫的，一会JL金仙仙的，一会JL半紫半黄.一会JL半

荻半百合色。

この作品は粛紅{呼主河侍}の一部分である(13)。

「朗読材料』が何を底本にしたかは不明であるが、この部分は語文教科書によく採られてい

る(14)。

{粛紅全集}本との異同はいくつかあるが、次のABB式形容詞についてのみ、{大柄}と比

較してみよう(上記下線部分)。

{大銅) (全集}

笑盈盈

紅彫彫 ←ー縛ーーー

笑盈盈

紅堂堂

- 51-

(改変なし)



規範化と普通話水平測試(辻田正雄)

金仙仙 e一一一一ー 金洞洞

{大網}の調語が粛紅の原作より規範的とされたがゆえの書き変えであろう。

だが、このうちの“笑盈盈"と“紅彫形"の注音が問題なのである。{大綱}には多くの受験

参考書とも言うべき指南書やテープが出瓶されているが、それぞれのこの部分の注音が必ずし

も同じではない。それ以外に注音の混乱している詞語として“軟当者鮪"(作品 5号)がある。次

に指南書等におけるこの 3つの詞語の注音を見てみよう。

A.刻J照雄主繍{普通活水平測i式大須(修iT本))吉林人民出版社、 1994年 11月

笑盈盈注音なし 重工彫形注音なし 軟錦繍注音なし

日{普通i舌水平測試大銅(修廿本))テープ第 22巻、吉林人民出版社音像出版部(15)

笑盈盈 xiaoyingying 紅形形 hongtongtong 軟鰭第 ruanmianmian 

C.北京市港言文字工作委員会編{普通活水平削減指南(増iT本))京隼出版社、 1997年8

月

笑盈盈 xiaoyingying 主工形影 hongtδngtong 軟綿綿 注音なし

D.本持続写短編{普通活水平澱i式庖i式首11鯨教程}湖南姉語大学出版社、 1998年 3月

笑盈盈 xiaoyingying 紅彫彫 hongtongtong 軟綿綿 ruanmianmian 

E.漸江省港言文字工作委員会繍{普通活世11媒与測i式}斯江撮影出版社、 2001年4月

笑盈盈 xiaoyingying 紅彫彫 hongtδngtδng 軟錦繍 ruanmianmian 

F. (活古文字周披}第 894号(2001年 4月11日)の耕音

この号には作品 9号全体の併音及び主な詞語の「詞語提示」が掲載されている。

笑盈盈 xiaoyingying 紅彫彫 hongtδngtδng 

これだけ見ればBの朗読テープのみが混乱の原因のようであるが実はそうではない。次に主な

辞典の注音を見てみよう。

a. (双活主主音尚子珊}四川辞令出版社、 1990年 9月

笑盈盈 xiaoyingying ~工彫彫 hongtδngtδng 軟錦繍 ruanmianmian 

b. (后綴形容i司例解i司典}江主主教育出版社、 1993年 9月

笑盈盈 xiaoyingying 紅彫彫 hongtδngtδng 軟錦繍 ruaru凶anmiむ1

C. (現代訳語重畳形容t司用法例解}商条印有情、 1996年 12月

笑盈盈 xiaoyingying 紅彫彫 hong同ngtδng 軟錦繍 ruanmianmian 

d. (現代双活規泡用法大i司典}学苑出版社.1997年 5月

笑盈盈 xiaoyingying 紅彫形 hongtongtδng 軟害者嬬 ruanmianmian 

e. (波活蚤音i司i司典}南京大学出板社、 1997年 7月

笑盈盈 xiaoyingying ~工形形 hongtongtδng 軟絹綿 ruanmianmian 

f. {JI立用J又活i司典}商努印ヰ3筒、 2000年 1月

笑盈盈 xiaoyingying 紅形彫 hongtδngtong (見出し語は“紅通通")
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秋生息錦 ruanmianmian 

このような混乱はAの{大綱}が注音を加えていないことも一因かもしれないが、実は{大

綱}の常用詞語と{現代決潜淘典}の注音も必ずしも一致していないのである。

3. (大銅}と{現代訳語司典}

{普通活水平測i式大銅(修訂本))の「普通i舌(口語和布面活)常用河活Jから ABB式形容

詞を列記し、{現代双活河典・修訂第 3版)((現況 3版}と略記)の注音と比較してみよう。

{大銅)r表一Jは国家対外双活教学領専小姐亦公室とf叉活水平考試部が出した{双活水平i司

江主ヨ双字等級大綱}によるもので、その詞語8454条に基づいて試験が行われている(16)。

この{大綱)i表一」に収められている ABB式形容詞は

3352 静梢情 jingqiaoqiao 

のみで、注音は{現双 3版}と同じである。

次に{大綱)i表二」の詞語は 15467条で{現況 3版}から選んだものであるが、その読音

は{普通活界渓i司宙音表}によっているとされる([7)。

ところが{大綱}の注音と{現双3版}の注音が一致しないものがある。

次に{大綱)r表二」所収の ABB式形容調を列記し、{現代訳語同典}と対比させてみる。

また、変化を知るために{現代双活河典}の版本による違いを掲げる。

まず、{大綱}と注音が同じものは次の通りである。

媛撤撤品idundun. fliii窺議 chanweiwei.潮呼呼 chaohuhu.況旬旬 chendiandian.臭供娯

chouhonghδng.実乎乎 chouhuhu.端嘘嘘 chu加xuxu.滴溜溜 diliuliu.頂OJL¥OJL¥ dlngguagua.干巴

巴 ganbaba.光溜溜 guangliuliu.光禿禿 guangtutu.好端端 haoduanduan.黒糊糊 heihuhu.黒圧

圧hi!iyaya.黒油油 heiyouy，δu.紅十卜ナト hongpupu.黄澄澄 huangdengdeng.友溜溜 huiliuliu.灰

費警察 huimengmeng.活生生 huoshengsheng.火練練 hu創亙la.勝滴滴 jiaodidi.禁巴巴 jinbaba.

愉洋洋 lany亙ngyang.泊在在 leiwangwang.冷Z水泳 lengbingbing.冷用時 lengsousou.涼周回車

liangsδusou.亮晶晶 liangjingjing.亮堂堂 liangtangtang.緑油油 luyδuyou.舌'L紛紛 luanfenfen.

乱咲咲 luanhonghong.舌L糟糟 luanzaozao・慢跨勝 mantengteng.明晃晃 minghuanghuang.怒沖

沖 nuchδngchδng.暖供娯 nuゐu1δnghδng.経瓢瓢 qingpiapiao.熟練練 relala.軟綿綿

m泳unianmian.俊町珂 s凶hehe.湿淋淋shI1inlin.71<在在 shuiwangwang.香噴喰 xiangpenpen.

笑隊昧 xiaomimi.笑時書噌 xiaoxixi.血淋淋 xielinlin.差答答 xiudada.眼巴巴 yanbaba.日良時時

y五回hengzheng.硬邦邦 yingbangbang

異聞のあるものを次に掲げる。数字は{大綱)r表二J所収調語の番号である。また 4465及

び 7679の{現iXi式用版}は見出しに取られている漢字表記が、このようになっていることを

表わす。一ーはその詞語が見出しに採られていないことを表わす。
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大綱 現双 3版 現双 78年版 現双i式用版

196 白荏註 baimangmang baimangmang baimangmang baimangmang 

197 白蒙蒙 baimengmeng 

chi1uδluδ， chiluoluo， 
1705 赤裸裸 chiluるluる chiludlu凸

又chill必luo 又 chiludluo

3946 孤零零 gulingling gulingling gulingling gulingling 

4465 紅彫彫 hongtδngtδng 紅通通

5160 俵僅僅 jiaxingxing jiaxing'xing jiaxing'xing ji通話ng'xing

6148 空君事務 kδngdangdang kδngdangdang 
kδngdangdang， 

又 kongdangdang
kδngd盈tgdang

6423 *町町 lehehe 

7291 薦呼呼 nianhuhu 

7677 伴敬敬 pangdundun 

7679 勝呼呼 panghuhu 目半乎乎

11847 喜洋洋 xlyangy血 S xiy卸gy釘Ig xiyangyang xiyangyang 

この表で判るように、ともに規範を重視しながら{大須}と{現双 3版}の注音が異なるも

のがある。しかも{大鯛}のなかでも BBが同じ“洋洋"であるにもかかわらず、6386は yangyang 

であるのに対し、 11847は yangyangである。

また、この「混乱」と言ってもよい不統一は{現代反語調典}の版本の違いを見ることによ

っても知ることができる。

ところで、{大綱}は現代漢語の常用される ABB式形容調を網羅しているわけではない。

次に{大綱}に収められていないものを含めた ABB式形容詞について{呪代決活河典}の

版本比較によって注音の改変状況を見てみよう。

4. (現代況i吾珂典}の版本による異同

{現代双港淘典}の版本は次のAから Eを扱う。

A. 中国科学院活言研究所河典繍橋室鵜{現代双湾河典(試用本))商条印拾館、 1973年 5月

初版(18) ({現双i式用版}と略記). 

B.中国社会科学院活言研究所河典繍絹室繍{現代決活河典}商条印有館、 1978年 12月(9)(((現

双 78年版}と略記)。

C.中国社会科学院活吉研究所i司典練絹室編{現代双語調典}商条印有筒、 1983年1月第 2版伽)
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((現双 83年版}と略記)。

D. (現代双活河典 ネ卜編}商条印有倍、 1989年4月第 1版(21)((89年予卜繍}と略記)。

E. (現代決活河典 修訂本}商努印有倍、 1996年 7月修iT第 3版(22)((現況 3版}と略記)。

{現代決活i司典}は語葉レベルで、の規範を確定することを目的としている(23)01956年に国務

院が普通話普及にかんする指示を出したのを受けて、同詞典編集室は同年夏に資料収集に着手

した。呂叔湘、後には丁声柄が編集の中心となった。 1959年末に初稿が完成し、これをもとに

意見を徴するために1960年「試印本」が出版された。これは関係者のみに配布されたと思われ

る。その後修正を加え、 1965年に「試用本j 審査用を印刷した。 1973年に、 1960年版の時よ

りも広範に意見を求めて修訂を加えたものを内部発行した (A)。正式に出版されたのは1978年

である (B)(24)01983年 1月に{現代78年版}に部分的修正を加えたものを出版している (C)。

{現双83年版}はほとんど{現況78年版}と同じである(25)01989年には{現双83年版}を補

充する目的で補編が出版された。新収詞語と釈義の補充のみのものである (D)。その後、社会

の急激な変化とそれに伴なう詞語の変化等を反映した大幅な修訂が加えられた (E)。

{現双 3版}にはABB式形容詞は 191条収められている(26)0BBの注音は次の 3種類になる。

甲、 Bが単音字で陰平に読まれるか、あるいは Bが多音字であるかそのうちの一音が陰平に

読まれる場合で、 BBの注音声調は本調(陰平)で、これは 118条ある。

乙、 Bが単音字あるいは多音字で陰平に読まれないもので、 BBの注音声調が本調(非陰平)

のもの。これは 36条ある。

丙、 Bが単音字あるいは多音字で陰平に読まれないもので、 BBの注音声調が陰平(非本調)

に改められているもの。これは 37条ある。

上記甲のケースは当然のことで問題にならない。

乙のケースについて次に{現代双湯河典}の各版を比較してみよう。

現双 3版 89年平卜編 78年版 i式用版

白自宮間 bai'ai'ai 

---------------
bai'ai'ai 

白詮註 baimangmang -----一一一 baimangmang baimangmang 

chiluδluo， chi1uoluo， 

~ 
赤裸裸 chi1uるluる

又 chiluoluo 又 chiluolu凸

///  //chIUMo  chiti孟otlao，
赤条条 chitiaotia。

又 chitiaotia。 又 chitiaotia。

~ 
ehenhen， 

悪1艮j良 ehenhきn
又 ehenhen 又とh長nh語n

孤零零 gulingling ---------gulingling giiltngling 

光州J仙 guangcancan guangcancan 
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光肉l河 gu勧19shanshan 思I加19shanshan

黒況況 heichenchen -------♂♂-♂-戸- heichenchen 

黒在主 heimangmang heim置ngmang 一
紅絶宇色 hongyanyan --------hongyanyan 

黄拙仙 huangcancan --------huangcancan 

茨況況 huichenchen huichenchen 

金仙仙 jincancan 
-----------jincancan 

金|河内 jinshan shan Jinshanshan 

空務蕩 kongdangdang 
////khgd両曲19.

kδngdangdang 
又 kδngdangdang

空洞洞 kongdongdong kongdδngdδng 

空落落 kδngluoluδ --------kδngluδluδ kδngluδluδ 

*陶陶 !とtaotao --------letaotao letaota。
泊漣漣 leilianlian 

亮|河内 liangshanshan Iiangshanshan 

同況況 menchenchen menchenchen 

阿況況 menchenchen menchenchen 

面図囲 miantuantuan --------miantuantu釦 miantuantuan 

明|河内 mingshanshan mingshanshan 

媛融融 nuanrongrong nuanrongrδng 

暖洋洋 nuanyangyang nuanyangyang 

平展展 pingzhanzhan 

ベ昂昂 qi'ang'ang --------qi'ang'ang qi'ang'ang 

雰況況 wuchenchen wuchenchen 

喜洋洋 xiyangyang --------xiyangyang xiyangyang 

香護観 xiangfufu --------xiang白筋 xiang白白

明況況 yinchenchen 

園鼓鼓 卯angi:igii yuangiigii 

園液液 yuangi:ingi:in 卯如gi:ingiin

亘挺挺 ~ zhitingting. zhitingting， 
zhitingting 

又 zhitingting 又 zhitingting

- 56ー



文学部論集第 87号 (2003年 3月)

① {現双i式用版}と{現双 78年版}の比較。

{現況 78年版}は基本的には{現双i式用版}を踏襲しており、それほど大きな改変はない。

{現双 78年版}で新たに加えられたものは次のとおりである。

白結陪 黒況況 紅干色絶 黄仙仙 金拙t山

また、注音についてはほとんど試用版と同じであるが“空蕩蕩"のみ

kδngdangdang→kδngdangdang，又kongd釦.gdむ19

と一読(陰平)から両読(陰平と本調)に変更されている。

② {現双 78年版}以降、{現双 3版}まで注音に変化のないもの。

白瞳随 bai'ai'ai 江絶絶 hongy釦y如 黄仙仙

金仙抽 jincancan *陶淘 letaotao 00国司

ベ昂昂 qi'釦g'ang

Q) (現双 78年版}で両読であったが、{現r.R3版}で本調になったもの。

hu加gc釦can

mi釘ltu釦飢1釘1

赤裸裸 →chiluoluo 亦条条 →chitiaotiao 悪狼狼 →ehenhen 

~蕩蕩 →kδngdお19dang A挺挺 →出tIngting

④ {現双 78年版}で陰平であったが、{現双 3版}で本調になったもの。

自在拒 →baim釦gmang 孤零零 →gulingling 黒況況 →heichenchen 

空落落 →kongluδluo 喜洋洋 →xIy釦官加g 香護観 →xiangftifu 

⑤ (89年争ト繍}で収められ{現双 3版}も注音が同じもの。

光仙仙 guお19cancan 光肉肉 guangshanshan 金内内 Jinshanshan 

亮肉1閃 liangshanshan 同況況 menchenchen 同況況 menchenchen 

明内向 mingshanshan 雰況況 wuchenchen 困鼓鼓 刊お19泊斜

園J表液 yuangiingiin 

⑥ (89年平ト繍}で陰平であったが、 {現況 3版}で本調に改められたもの。

黒主主→eimangmang 荻況況 →hUichenchen 空洞洞 →kδngdongdong 

暖融融 吋 nuanrongrong 暖洋洋 →nuanyangyang 

⑦ {現双3版}で新たに収められたもの。

泊速達 leilianlian 平展展 pin似泊nzhan 明況況 yinchenchen 

乙のケースの前に、{現双 3版}で削除されたものを見ておこう。

BBが陰平に変わるものとして ((89年朴繍》で新たに収められながら、{現双 3版}で削除

された ABB式形容詞は 40余りあるという (27)。

その主なものにたとえば次のものがある。

現況 3版 89年朴繍
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baishanshan 

LJånyãngyãn~.. _~" 

X1aoyingying 

これらが{現双 3版}で削除された理由は不明である。 BBが陰平に読まれるかあるいは本

調で読まれるかが決め難いというこというこどなのか、調語としての安定度が低いとしづ判断

からなのだろうか。前出“笑盈盈"の注音の混乱も ((89年争卜繍》から《現双 3版》への変化に

その一因がありそうである。

次に丙のケースについて。

Bが陰平でない単音字あるいは多音字で、 BBの注音が陰平(本調でなし、)であるものは次

の 37である。

白晃晃 baihuanghuang 緑董萱 luyin副ng

碧油油 biyδuyou 録油油 luyouyδu 

況旬旬 chendiandian 慢勝騰 mantengteng 

骨禄禄 giilulu (89年平卜繍〉 毛茸茸 maorδngr'δng 

黒洞洞 heidδngdong 明男晃 minghuanghu量ng

黒油油 heiyouyou 清凌凌 qinglingling 

黒鋤勅 heiyδuyδu 熱疎練 relala 

き工彫形 hongtongtong 熱騰勝 retengteng 

黄澄澄 huangdengdeng 軟錦繍 ruanmiaru泊如

火疎練 huolala 湿淋淋 sht1inlin 

金晃晃 Jinhuanghuang 湿漉j鹿 slululu 

金煙煙 jinhuanghuang 水淋淋 shuilinlin (89年事ト貌〉

倣洋洋 l通nyangyang 文鍍量産 wenzhδuzhδu 

藍盈盈 lanyin島有ng 雰正読さ wumangmang (89年干卜編)

亮堂堂 li釦19tangtang 島油油 wuyδuy'δu 

亮程程 liangzengzeng (89年朴繍) 笑吟吟 xiaoyinyin 

乱蓬蓬 luanpengpeng 血淋淋 xielinlin 

乱騰勝 luantengteng 亘障瞭 zhidengdeng (89年争ト繍)

緑茸茸 lurδ，ngrong 
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(89年ネ卜繍}以来収められているものを (89年朴繍)と注記しである。注記のないものは

すべて{現双 78年絞}より収められているものである。

これを見ると、 BBがたとえば“油油"、“洋洋"などは陰平に読まれて、言語の「感性的理

解にかかわるJ(28) 部分を担っていると言えそうだが、果して実際の読まれ方はどうなのだろう

か。

5.調査

北方口語のなかではBBは一般に陰平に読まれると言われるが伽)、北京地区で行われた調

査の結果は必ずしもそうと言えないものであった(制。

調査は李志江らによって1998年10月に北京で行われた。調査対象は小学校高学年児童、中

学生、高校生、大学生各50人、計200人。調査方式はアンケート方式で漢字表記のABB式形

容詞のBB部分を陰平に読むか本調で読むかを、各自の読む方をチェックするというものであ

る。調査結果は次の通りである。

ABB式 調査総人数に占めるパーセント 亮短程 68 27.5 4.5 。
形容詞 陰平 改読しな 両読を 無回答 緑茸茸 4 95 。 1 

し、 可とする 緑豪華 9 87 2.5 1.5 

改読 緑油油 14.5 77.5 6.5 1.5 

白晃晃 11 89 。 。 百t蓬蓬 43.5 49.5 6.5 0.5 

碧油油 10 88 2 。 古L世主世主 40.5 54 4.5 1 

況旬旬 37.5 57 4 1.5 慢騰騰 78.5 13.5 8 o 

骨禄禄 71.5 21 6 1.5 毛茸茸 4 92.5 2.5 1 

黒洞洞 7.5 90.5 2 。 明晃晃 5 94 。 1 

黒油油 19.5 76 4 0.5 清凌凌 19 78 2 1 

黒動車幼 32.5 66 1 0.5 熟練練 6.5 90 2.5 l 

紅彫彫 56 39.5 4.5 。 熱勝勝 42.5 51.5 5.5 0.5 

黄澄澄 35 56 6 2 軟錦繍 3.5 92.5 2 2 

火錬嫌 6 91 4 。 湿淋淋 14 82 2.5 1.5 

金晃晃 4 95 l O 湿漉漉 14.5 82 2.5 1 

金燈煙 9 90.5 0.5 。 水淋淋 19.5 76 3.5 1 

藍盈盈 14 85 1 。 島油油 29.5 63 6.5 1 

怖洋洋 4.5 93 2 0.5 霧i主主 4.5 92.5 1 2 

亮堂堂 13.5 82.5 3.5 0.5 笑吟吟 23.5 71.5 2.5 2.5 
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|血淋淋 111.5I 町 I 5 I 1 I I宣鵬 I24.5 I 70.5 I 4 I 1 

この調査結果を見る限り、《現双 3版》で BBが陰平に改読されると注音のあるものであっ

ても、実際には多くの調語について本調で読まれる比率の方が高いことになる。

6. 結語

BBの発音が混乱している一因は 1985年 12月に修訂された{普通活弄i哀調宿音表}がか

なり大幅で明確に規範を定めたものであるにもかかわらず、ABB式形容調の注音については

明記していないことによる(刊。

ABB式形容詞が、あるいは陰平に変調したりあるいは本調で読まれたりするのは、結局の

ところ各人の語感や風格や語気によるところが大であり、そしてこの点を大前提としたうえ

で、口語か文言かによって変調するか本調かの違いが生じる、とされる(32)。

だが、文字の影響が決定的であろう。つまり、変調した音声としての調語が文字に書かれ

ることによって文字の本調で読まれるようになるのは自然の勢いであろう。ABB式形容詞の

うち口語的性格の強い調語が、それにもかかわらずその発音で書かれた文字の影響を強く受

けている例として“紅彫形"の扱いを見てみよう。“形"には“tong"の音しかないので“彫

形"が陰平に変調するのか本調で読まれるのかを見ていく一例とするためである(制。

《第一批界形河整理表))(3心によれば、“hongtongtδng"の表記は、“紅彫形"が規範詞形で、

“紅通通"は淘汰される詞形である。その根拠は、主として{人民臼披}の 1995年から 2000

年の聞での使用頻度が 紅彫形 (44件) 笠通遇 (5件) と、このようにはっきり

と差がついていることである出)。

@ (現汲 3版}

紅彫形 hongtδngtδng.也作主工通通。

⑨ {現代双活規抱字典}活文出版社、 1998年4月。

形 tong C>紅一一。

(C) (小学生規抱字典}語文出版社、 1999年5月。

彫 tong t>紅一一。

⑮ {庖用双語調典}商条印有筒、 2000年 1月。

紅通通 hongtδngtδng、也作紅形彫。

⑧ {新隼河典}商努印-:j;倍、 2000年 1月修訂第 3板。

u彫彫 彫(tong)

上記⑮⑥のように「字典Jとして親字“彫"の項で“紅形形"を採る以上、自然と本調に

なるだろう。それに対して@@のように「詞典Jの場合は、“hongtongtδng"の音が定着して
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いるかどうかが問題になるのであろうし、それをどう表記するか、つまりどの文字を用いる

のかが問題となろう。そして⑤が本調を注音とするのもおそらく⑧@が本調を注音とするの

と同じ理由であろう。

ABB式形容詞の発音は正式の場合、たとえば中央人民広播電台などでは本調で読まれるこ

とが多いという (36)。力強く、ゆっくりと原稿を読み上げる場合は文字の影響が極めて大きい。

それゆえ本調で読まれることが多くなるものと思われる。

既に見てきたように、変調せず本調で読むのは趨勢となっていると言えるだろう。ただこ

の趨勢はまだ定着するまでにはいたっていないと思われる。辞書類の記述の不統一、記述の

変遷がそのことを示していよう。

普通話水平測試の語音の評定基準が全体として厳しいものであるにもかかわらず、ABB式

形容詞の変調については比較的ゆるやかであるのは、変調から本調へとし、う趨勢を認めつつ

もいまだ過渡期であるとして、強制的に一方に定めることはむしろ規範化工作ひいては普通

話の推進に不利との考えからと思われる。規範化工作が、一方で理念を追求しつつ、一方で

着実に現実を反映させようとしている証左でもあろう。

〔注〕

(1) 除畏等編著《普通話水平測i式教程》 京南大学出版社、 1997年8月、 P.1r序J(魯国発執筆)。

(2) 測試及びその厳格さを中心とした内容については、拙稿 rr普通話水平調IJ試大綱jについてJW文

学部論集』第 86号(悌教大学、 2002年3月)を参照。

(3) 除要等繍箸《普通活水平測i式教程))(前出)所収《普通活水平測試要点))P.2。

(4) 目叔湘《現代双肩八百河》商条印有筒、 1980年5月第 1版、P.638o1999年 1月士官iT版、 P.717o

(5) 萩野備二「中国 I新時期文学j における ABB型形容詞についてJW人文論叢0114号(三重大学

人文学部、 1987 年 3 月)、萩野惰二『中国“新時期文学"論考~ (関西大学出版部、 1995年9

jj)所収。

(6) 相原茂、斡秀英『現代中国語ABB型形容認逆配列用例辞典』くろしお出版、 1990年4月、 P.i。

その他、 AとBBの搭配及びBBの性格を中心に考察したものに、玉吉輝《形容調 ABB式研究

二題))(((河江学A稿》中央文献出販社、 2001年7月、所収)がある c

(7) 宋欣桝《“普通活水平測i式"i-平分中的凡ノト|司題))((活言文字丘用))1997年第 3期 [8月〕。

また、これに 部修正を加えたものが次に収められている。

国家活言文字工作委員会等繍《普通活水平測i式的理ì~与実践》 商努印有f官、 1998年9月、

P.110。

(8) “ruanmi釦mian"あるいは“ruanmi如mian"の誤記あるいは誤植であろう。

(9) 冒国半《略i見播音貝的活音修葬))((語言文字周披》第 881号(2001年 1月 10日)。

(10) ((ì51..活排音小担》繍鴇部 ((2001 年、〈双活排音小披)吏名~(語文文字周披))) ((活言文字周扱》

第 880号(2001年 1月3日)。

(ω 隊畏等《普通i古水平測i式教程))(前出)所収、《普通ii1i水平測i式要点))P.2 

(凶支IJ照雄主繍《普通話水平測i式大綱(修汀本)))吉林人民出版社、 1994年 11月、《朗iま材料))r i見明」。
(13)初出来見。《粛紅全集》見合:1F演出版社、 1991年5月、P.730、に拠る。

(1母叶歪陶等編《子干明新繍国文i柔本》にも収められているが、 一部異同がある(径済日披出版社、 2000
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年6月版を使用)。

(15) A に対応したテープであると思われるが、録音時期や発行日などの記載はない。作品 5号及び

作品 9号の朗読は李鋼、審聴は臭弘毅である。

(16)文IJ照雄主繍《普通活水平測i式大柄(修iT本)))吉林人民出版社、 1994年 11月、P.36。

帥文IJ照雄主繍《普通i活水平測試大綱(修iT本)))吉林人民出版社、 1994年 11月、P.148o

(18)飽渓畜舎 1977年 7月影印の『復刻版現代漢語詞典[特装版uを使用。

(19) 1978年 12月修訂第 2版、 1979年 1月北京第 1次印刷本を使用。

ω1) 1986年 1月北京第 70次印刷本を使用。

ω1984年8月北京第 3次印刷本を使用。

幽 1996年7月北京第 184次印刷本を使用。

ω《現代Dl.活調典》の各版については問《前言》の他、次のものを参照。

⑦女IJ皮隆(((現代双活詞典〉繍写記事))((辞者研究))1984年第2期[3月]。

③晃継周(((現代双活混典〉修iT述略))((活文建波))1995年第2期。

⑫綿敬体(((現代双活河典〉修訂工作概述))((辞令研究))1997年第 1期。

@揚文全《近百年的中園漢語語文僻書》巴萄~位、 2000 年 3 月、 P.303-P.324。

凶この版が出版された時、 1973年の f試用本Jを第 l版として 1978年を「修訂第2版」と称し

ていた。その後、 1979年本に「組み版の破損により新たに排版する必要が生じた」際、「いくら

かの条目に多少の修正を加えたj という。 1983年 1月にこれが出版された時以来、 1978年 12

月第 1版、 1983年 1月第 2版、とする。

(25)異聞は主としていくつかの詞語の釈義の部分である。事事敬体((it(現代双清河典)蒋X的一般原

則))((辞令研究))1993年第5期[9月]を参照。

自国)李志江 ((ABB式形容認中 BB注普的声調{司題))((電文建i是))1998年第 12期。以下の拙稿の論点

は多くをこの論文から着想を得ている。

帥牟暁明《美子ABB式形容詞的i表音))((活文建没))2001年第2期。
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